
(1) 平群町長寿会新聞  第３４９号  ２０２２年（令和４年）4 月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                

  

川
柳
ク
ラ
ブ 

 
 
 
 
 
 
 

代
表 

 

阿
部 

裕
子 

 
 

ス
ク
ワ
ッ
ト
し
ゃ
が
ん
だ
ま
ま
で

立
て
ま
せ
ん
（
シ
ル
バ
ー
川
柳
よ
り
） 

 

最
近
川
柳
募
集
が
あ
ち
こ
ち
で
あ
り
、 

シ
ル
バ
ー
川
柳
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川

柳
、
時
事
川
柳
等
大
人
気
で
す
。
私

も
句
を
読
ん
で
は
、
一
人
ニ
ヤ
リ
と

か
、
わ
か
る
わ
か
る
そ
の
気
持
ち
と

か
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

川
柳
は
俳
句
と
似
て
い
ま
す
が
切
字 

                                                   季
語
が
な
く
、
口
語
で
良
い
こ
と
等
、 

決
り
事
が
少
な
く
、
お
か
し
さ
、 

軽
さ
、
う
が
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。 

私
達
川
柳
ク
ラ
ブ
は
、
月
一
回
第 

3
水
曜
日
に
、
か
し
の
き
荘
で
勉
強
会

を
開
い
て
い
ま
す
。 

会
員
数
は
13
人
で
少
な
く
特
別
な
先 

生
は
い
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
は
川
柳
好
き

の
人
生
経
験
豊
か
な
会
員
達
が
い
て
、

各
自
持
ち
寄
っ
た
句
を
基
に
、
お
し
ゃ 

べ
り
を
交
え
な
が
ら
感
想
、
意
見
を
出

し
合
い
、
作
品
を
仕
上
げ
て
い
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
方
、
御
一
緒
に
学
び
ま 

「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
は
利

用
者
登
録
を
済
ま
せ
て
お
か
な
け
れ
ば

利
用
は
出
来
ま
せ
ん
、
当
面
利
用
予
定

の
な
い
方
々
も
、
将
来
の
こ
と
を
考
え

て
、
取
り
敢
え
ず
登
録
を
済
ま
せ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。 

 

早
期
登
録
に
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

第
130
回
健
康
ウ
ォ
ー
ク 

ま
ほ
ろ
ば
遊
歩
道 

 
 
 
 

健
康
部
副
部
長 

鵜
飼 

勤 

 

２
月
22
日
、
24
名
が
東
山
に
集
合
し

ま
し
た
。
銀
賞
の
岡(

会
長)

さ
ん
、
上
田

さ
ん
の
表
彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の

山
西
さ
ん
の
先
導
で
出
発
。
コ
メ
リ
の
裏

に
回
り
、
階
段
を
降
り
て
竜
田
川
随
一
の

渓
谷
、
馬
鍬
淵
へ
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ゴ

ミ
が
浮
い
て
い
た
の
は
ち
ょ
っ
と
残
念
。

次
い
で
金
勝
寺
へ
。
天
平
19(

７
４
６)

年
「
文
殊
菩
薩
の
化
身
」
と
い
わ
れ
る
行

基
の
創
建
。
本
尊
は
行
基
が
彫
っ
た
と
伝

え
ら
れ
る
薬
師
如
来
座
像
。
平
安
時
代
初

期
の
作
。
最
盛
期
に
は
現
在
の
４
倍
の
広

さ
の
10
間
四
方
の
本
堂
を
は
じ
め
、
36

も
の
塔
頭
の
あ
る
大
寺
院
で
し
た
。
本
堂

西
の
崖
面
に
は
鎌
倉
か
ら
江
戸
時
代
に 

 せ
ん
か
？
い
つ
で
も
入
会
歓
迎
で
す
。 

頭
の
体
操
に
も
良
い
で
す
よ
。 

     

（
来
月
は
短
歌
ク
ラ
ブ
で
す
） 

か
け
て
彫
ら
れ
た
14
体
の
麿
崖
仏
群

が
あ
る
。
島
左
近
の
妻
茶
々
が
自
分
の

死
後
の
供
養
の
た
め
に
生
前
に
彫
ら

せ
た
地
蔵
菩
薩
も
あ
る
。
遊
歩
道
を
た

ど
っ
て
、
こ
こ
か
ら
は
今
回
初
め
て
の

ル
ー
ト
。
先
ず
は
梨
本
如
意
輪
観
音
石

仏
へ
。
明
和
３(

１
７
６
６)

年
の
銘
が

あ
る
。
旧
道
の
交
差
点
に
あ
り
道
案
内

も
兼
ね
て
い
た
。
次
に
楢
本
神
社
へ
。

梨
本
・
西
向
・
吉
新
の
氏
神
。
延
喜
式

内
神
社
。
雲
甘
寺
の
鎮
守
社
で
あ
っ
た

が
、
廃
寺
と
な
り
現
在
地
に
遷
っ
た
。

境
内
に
あ
る
石
造
物
の
う
ち
延
宝
4 

(

１
６
７
６)

年
の
灯
籠
が
最
も
古
い
。 

か
し
の
き
荘
で
小
休
止
、
長
楽
寺

へ
。
用
明
天
皇
元
年(

５
８
６
年)

聖
徳

太
子
の
建
立
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
尊
は

聖
観
音
立
像
。
聖
徳
太
子
が
物
部
守
屋

と
の
戦
い
の
際
に
腰
か
け
て
作
戦
を

練
っ
た
と
い
う
鑑(

か
ん
が
み)

石
が
あ

る
。
桜
の
時
期
に
は
夜
10
時
頃
ま
で
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す
。 

 

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
到
着
後
、
整

理
体
操
を
し
て
解
散
。
4.0
㎞
の
道
の
り

で
し
た
。 

 
 
 
 

（
裏
面
へ
続
く
） 

                     

３
Ｇ
の
ガ
ラ
系
の
携
帯
電
話
が 

３
月
31
日
で
使
用
で
き
な
い
と 

い
う
通
知
が
通
信
会
社
か
ら
再 

三
届
い
た
◇
色
ん
な
機
種
が
あ 

っ
て
好
み
の
を
無
料
で
く
れ
る

と
い
う
◇
友
人
と
相
談
し
て
同
機
種

を
注
文
し
た
◇
DVD
の
取
説
と
共
に
ス

マ
ホ
が
届
い
た
◇
取
説
に
一
通
り
目

を
通
し
た
が
、
矢
張
り
カ
タ
カ
ナ
語

が
多
い
の
と
初
期
設
定
が
で
き
な
い
、

こ
れ
で
は
ス
マ
ホ
に
切
り
替
え
て
も

宝
の
持
ち
腐
れ
で
あ
る
◇
代
理
店
へ

何
度
も
電
話
し
た
が
話
し
中
で
中
々

つ
な
が
ら
な
い
◇
根
気
強
く
電
話
し

て
よ
う
や
く
ア
ポ
が
取
れ
た
◇
古
い

携
帯
と
新
し
い
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
来 

                           

て
下
さ
い
と
の
事
◇
色
々
説
明
を
聞

い
て
初
期
設
定
に
こ
ぎ
つ
け
た
◇
約

３
時
間
余
り
か
か
っ
て
終
了
し
た
◇

４
桁
の
暗
証
番
号
や
、
８
桁
の
パ
ス

ワ
ー
ド
、
ア
カ
ウ
ン
ト
G
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
、
又
ラ
イ
ン
の
準
備
、
迷
惑

メ
ー
ル
の
拒
否
設
定
等
独
居
老
人
で

も
困
ら
な
い
よ
う
に
懇
切
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
た
◇
し
か
し
で
あ
る
◇
遅

ま
き
な
が
ら
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
し
た

も
の
の
何
ら
余
り
期
待
も
な
い
◇ 

永
年
使
っ
て
き
た
ガ
ラ
系
に
愛
着
も

あ
る
◇
習
う
よ
り
慣
れ
ろ
の
諺
の
よ

う
に
彼
方
此
方
触
っ
て
み
て
自
分
で

習
得
す
る
し
か
仕
方
が
な
い
の
だ
ろ

う
。 

頑
張
れ
後
期
高
齢
者
！ 
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平
群
町
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登
録
・
利
用
状
況 

 

２
月
末
現
在
の
利
用
者
登
録
数
９
１
５
名
（
登
録
率
12
，
８
％
） 

 

２
月
中
の
延
べ
利
用
者
数
３
９
５
人
（
１
日
平
均
２
２
人
） 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

平
群
町
長
寿
会
連
合
会 

会
長 

岡 

嘉
道 

 

「
平
群
町
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
は
令
和
３
年
１０
月
１
日
よ
り
実
証
運
行
を
開

始
し
て
お
り
、
令
和
４
年
３
月
末
で
半
年
が
経
過
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
、
「
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
」
を
主
管
す
る
総
務
防
災
課
を
訪
ね
、
昨

年
１０
月
か
ら
今
年
２
月
ま
で
の
５
ヶ
月
間
の
利
用
・
登
録
状
況
を
う
か
が
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。 

◇
２
月
中
の
延
べ
利
用
者
数
は
３
９
５
人
（
１
日
平
均
２
２
人
）
と
ま
ず
ま
ず
の
出
足
、

今
後
認
知
度
が
ア
ッ
プ
す
れ
ば
着
実
な
増
加
が
見
込
ま
れ
る
と
の
評
価
。 

し
か
し
な
が
ら
、 

◇
２
月
末
現
在
の
利
用
者
登
録
数
は
９
１
５
名
（
登
録
率
１２
，
８
％
）
で
、
長
寿
会
が

当
面
の
目
標
と
し
て
い
る
３
月
末
時
点
で
２
，
０
０
０
名
に
は
遠
く
及
ば
な
い
現
状
で

あ
り
ま
す
。 

利
用
者
登
録
の
開
始
は
、
運
行
開
始
２
ヶ
月
前
の
８
月
か
ら
始
ま
っ
て
居
り
、
こ
の

７
か
月
間
の
登
録
者
累
計
数
が
９
１
５
名
（
登
録
率
１
２
，
８
％
）
で
は
先
行
き
不
安

が
残
る
と
、
更
に
利
用
登
録
者
数
の
伸
び
悩
み
は
、
即
、
利
用
者
数
の
伸
び
悩
み
に
繫

が
る
こ
と
か
ら
、
長
寿
会
に
対
し
て
も
登
録
促
進
に
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

令
和
３
年
７
月
に
、
平
群
町
の
65
才
以
上
の
高
齢
者
７
，
１
７
４
名
全
員
に
発
送
さ

れ
た
「
平
群
町
デ
マ
ン
ド
交
通
利
用
者
証
明
証
」
は
有
資
格
者
の
証
明
だ
け
で
、
そ
の

ま
ま
で
は
登
録
は
完
了
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
登
録
専
用
電
話
（
４
４
｜
３
３
４
３
）
で

総
務
防
災
課
へ
登
録
の
意
思
表
示
を
し
な
い
と
登
録
は
完
了
し
ま
せ
ん
。 

「
デ
マ
ン
ド
交
通
利
用
者
証
明
証
」
を
紛
失
し
た
方
は
再
発
行
を
申
し
出
て
下
さ
い
、

快
く
再
発
行
を
し
て
頂
け
ま
す
。 

 



(2) 平群町長寿会新聞  第３４９号  ２０２２年（令和４年）4 月１日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

実施月 回数 実施日(曜日) 集合時間 解散時間 集合場所 距離(約) 備考

４月 132回 ２６日(火) ９:３０ ～１２:００ 元山上口駅前 大谷古墳 ～ 紀氏神社･長屋王 ４.０㎞

５月 133回 ２４日(火) ９:１５ ～１４:２８ 平群駅　発／着 池部駅 ～ 馬見丘陵公園 ５.０㎞ 弁当持参

６月 134回 ２８日(火) ９:３０ ～１２:００ 総合文化センター ツボリ山古墳 ～ 白山神社 ３.０㎞

７月 休み

８月 135回 ２３日(火) ９:３０ ～１２:００ プリズムへぐり 烏土塚古墳 ～ 御櫛神社 ３.５㎞

９月 136回 ２７日(火) ９:３０ ～１２:００ 総合文化センター 三里古墳・叶堂 ～ 平等寺春日神社 ５.５㎞

10月 137回 ２５日(火) ９:３０ ～１４:３０ 元山上口駅前 千光寺 ６.５㎞ 弁当持参

11月 138回 ２２日(火) ９:３０ ～１２:００ プリズムへぐり 竜田公園(紅葉) 竜田城跡 ５.０㎞

12月 139回 ２７日(火) ９:３０ ～１２:００ 総合文化センター 上山古墳 ～ 平群神社 ５.５㎞

１月 140回 ２４日(火) ９:３０ ～１２:００ 総合文化センター 四ツ辻古墳 ～ 石床神社 ４.０㎞

２月 141回 ２８日(火) ９:３０ ～１２:００ 東山駅前 まほろば遊歩道 ～ 総合文化センター ４.０㎞

３月 142回 ２８日(火) ９:３０ ～１４:３０ プリズムへぐり 三室山・竜田城跡 ～ 三室山(桜) ７.０㎞ 弁当持参

コース行先 （
表
面
よ
り
） 

健
康
ウ
オ
ー
ク 

令
和
４
年
度
年
間
計
画
表 

 

 

                            

1
実
施
日
は
毎
月
の
第
４
火
曜
日
と 

し
ま
す
。 

2
７
時
前
の
天
気
予
報
で
、
奈
良
県

北
部
の
午
前
中
の
降
水
確
率
が

40
％
以
上
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。 

3
今
年
度
か
ら
、
健
康
ウ
オ
ー
ク
の

夏
休
み
は
８
月
か
ら
７
月
に
変
わ
り

ま
す
。 

 

健
康
部｢

桃
源
郷｣

を
下
見
に 

 
 
 
 

健
康
部
副
部
長 

鵜
飼 

勤 
 

 

３
月
15
日
、
平
群
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
の
皆
さ
ん
の
桃
源
郷

下
見
に
健
康
部
３
人
が
同
行
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

を
出
発
し
て
藤
田
家
の
横
を
通
り
、
星

ノ
尾
墓
地
を
通
過
し
て
進
む
と
大
き
な

給
水
タ
ン
ク
が
現
れ
ま
す
。
2.2
㎞
の
上

り
坂
。
足
腰
に
自
信
の
あ
る
人
で
な
い

と
難
し
そ
う
で
す
。
こ
こ
か
ら
福
貴
畑

の
集
会
所
ま
で
1.2
㎞
。
山
茱
萸 

（
さ
ん

し
ゅ
ゆ
）
や
青
文
字 (

あ
お
も
じ)

の
黄

色
い
花
が
あ
ち
こ
ち
に
咲
い
て
い
ま
す

が
、
桃
の
木
は
つ
ぼ
み
の
時
期
に
出
荷

さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
枝
が
あ
り
ま
せ
ん
。

モ
ク
レ
ン
も
開
花
は
し
ば
ら
く
先
。
一

番
の
問
題
は
ト
イ
レ
が
な
い
こ
と
で
す
。

残
念
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
コ
ー
ス

と
し
て
は
見
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

         

お
知
ら
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 

健
康
部 

 
 

◇
健
康
ウ
オ
ー
ク 

・
第
132
回 

４
月
26
日(

火) 

・
大
谷
古
墳
～
紀
氏
神
社
・
長
屋
王
4.0
㎞ 

・
元
山
上
口 

９
：
30
集
合 

※
飲
物
・
手
帳
・
雨
具
・
マ
ス
ク 

※
７
時
前
降
雨
予
報
40
％
以
上
中
止 

 

「
か
し
の
き
荘
」
の
利
用
制
限 

一
部
解
除
に
つ
い
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
爆
発
を
受
け
て
２
月
１

４
日
か
ら
「
か
し
の
き
荘
」
の
利
用
制

限
が
一
部
強
化
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

国
が
「
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
を

適
用
中
の
１
８
都
道
府
県
に
つ
い
て

も
、
２
１
日
の
適
用
期
限
で
全
面
解
除

す
る
方
針
を
決
定
し
た
こ
と
か
ら 

、

３
月
１
８
日
福
祉
こ
ど
も
課
よ
り
２

月
１
４
日
よ
り
適
用
し
て
い
る
「
か
し

の
き
荘
」
利
用
制
限
の
一
部
強
化
部
分

を
３
月
２
２
日
（
火
曜
）
よ
り
解
除
す

る
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。 

今
回
の
解
除
は
一
部
強
化
部
分
の

解
除
で
全
面
解
除
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
全
面
解
除
の

時
期
等
は
今
の
所
未
定
で
す
。 

今
回
解
除
さ
れ
る
内
容 

◇
全
館
で
の
飲
食
・
ア
ル
コ
ー
ル
解
禁 

◇
２
F
集
会
室
の
使
用
解
禁 

（
カ
ラ
オ
ケ
利
用
可
） 

◇
お
昼
の
全
館
消
毒
の
中
止 

 

午
前
９
時
～
１
５
時
迄
全
館
使
用

可
と
な
り
ま
す
、 

（
お
昼
の
１
時
間
も
利
用
で
き
ま
す
） 

今
回
の
一
部
解
除
後
も
、
当
面
の
間

は
基
本
的
な
コ
ロ
ナ
ま
ん
延
防
止
対

策
は
守
っ
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。 

リ
バ
ウ
ン
ド
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

十
分
配
慮
し
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

（
連
合
会
長
） 

      

短
歌
ク
ラ
ブ （

五
十
音
順 

循
環
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

天
高
く
空
に
響
く
は
鳥
の
声
姿
見

え
ぬ
が
春
を
呼
ぶ
声 

徳
原
と
も
子 

後
い
く
た
び
書
く
事
あ
り
や
と
思 

い
つ
つ
わ
が
選
び
た
る
こ
の
太
き 

ペ
ン 

 
 
 
 
 
 
 
 

野
木 

宗
信 

虎
落
笛
無
人
駅
裏
我
独
人
電
車
待

ち
つ
つ
人
恋
し
か
も 

花
岡 

安
子 

年
々
に
鷽
替
神
事
に
詣
で
た
る
天

満
宮
の
梅
便
り
届
く 

前
田 

通
恵 

お
賽
銭
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
ラ
ン
ニ

ン
グ
神
社
の
鈴
が
さ
え
わ
た
る
冬 

飯
田 

陽
子 

早
春
の
野
に
粉
雪
の
ち
ら
つ
き
て

あ
た
か
も
蝶
の
舞
い
飛
ぶ
ご
と
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田 

芳
子 

朝
風
呂
に
浸
り
し
み
じ
み
老
い
を

見
る
よ
く
ぞ
此
処
迄
難
を
逃
れ
て 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

石
川 

友
子 

春
浅
き
眠
れ
ぬ
夜
の
つ
れ
づ
れ
に

寂
聴
尼
や
く
す
「
源
氏
物
語
」
よ
む 

魚
住 

陽
子 

い
や
さ
れ
る
孫
の
云
葉
の
優
し
さ

に
三
ツ
子
の
子
等
も
も
う
大
学
生 

小
東 

隆
子 

寒
椿
花
び
ら
舞
い
て
地
を
染
め
ぬ

子
犬
尾
を
振
り
戯
れ
遊
ぶ 

左
近 

育
子 

       

今
月
の
作
品 

川
柳
ク
ラ
ブ 

今
回
の
題
詠
は 

「
流
行
る
」
で
す 

 

高
齢
に
な
る
と
流
行
を
お
っ
か
け
る

気
力
も
な
け
れ
ば
興
味
も
な
い
。
さ
り
と

て
流
行
も
の
を
買
う
銭
も
な
い
。
こ
れ
で

は
い
か
ん
と
巷
の
流
行
語
を
覚
え
て
も

覚
え
ら
れ
な
い
。
あ
ぁ
何
事
も
卒
業
出
来

る
ま
で
は
頑
張
り
た
い
と
思
い
歳
は
取

り
た
く
な
い
わ
ー 

日
米
で
二
刀
流
の
オ
ー
タ
ニ
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
井 

信
夫 

流
行
語
覚
え
た
頃
に
す
た
れ
て
る 

 
 
 
 

 

濵
﨑 

晴
美 

カ
ラ
オ
ケ
で
歌
う
は
昔
の
流
行
り
歌 

藤
田 

利
治 

今
頃
の
流
行
り
歌
な
ど
訳
分
か
ら
ん 

高
橋 

秀
尹 

ク
リ
ス
マ
ス
介
護
タ
ク
シ
ー
サ
ン
タ
さ
ん 

宮
前 

敏
子 

流
行
し
た
ス
ー
ツ
帽
子
も
断
捨
離
に 

山
田 

謙
造 

コ
ロ
ナ
禍
で
お
し
ゃ
れ
な
マ
ス
ク
は
や

っ
て
る 

阿
部 

裕
子 

は
や
り
無
視
今
年
の
春
も
同
じ
服 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

難
波 

尊
志 

「
う
っ
せ
い
わ
」
今
ど
き
何
が
は
や
る
や
ら 

松
井 

友
博 

流
行
り
で
も
つ
い
て
い
け
な
い
コ
ロ
ナ

で
す 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
原 

友
子 

IT
に
つ
い
て
い
け
ず
損
ば
か
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
本 

和
子 

ミ
ニ
ス
カ
の
私
の
写
真
セ
ピ
ア
色 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
多
喜
代 

  

俳
句
ク
ラ
ブ 

三
月
の
か
し
の
木
句
会 

 
 
 
 
 
 
 

（
五
十
音
順 

循
環
） 

餌
咥
へ
蜥
蜴
の
穴
を
出
て
来
た
る 

 
 

 
 
 

乾 

フ
ジ
子 

白
菜
の
達
磨
と
な
り
て
畑
に
立
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

岩
城 

和
子 

寒
さ
ゆ
る
む
一
口
の
茶
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト 

 
 

 
 
 

江
崎 

俊
夫 

聞
き
流
す
親
の
小
言
や
蕗
の
と
う 

 
 

 
 
 

岡
本 

豊
子 

蛤
や
ぱ
つ
と
開
き
し
椀
の
中 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

澤
波
百
合
子 

通
販
の
小
さ
き
切
り
身
春
浅
し 

 
 

 
 
 

中
川 

克
己 

千
光
寺
磨
崖
仏
に
も
春
の
水 

 
  

 
 
 
 
 

 

花
岡 

安
子 

う
す
氷
人
の
前
ゆ
く
石
た
た
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
原
恵
美
子 

     

令
和
4
年
2
月
20
日 

か
ら
3
月

19
日
の
間
に
左
記
の
会
員
の
ご
逝
去

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

原 
 

毅 

様(

80)

竜
田
川
ネ
オ
ポ
リ
ス

地
区 

 

塚 
 

栄
子
様(

90)    

越
木
塚
地
区 

 

西
口
弥
一
郎
様(

91) 
 

初
香
台
地
区 

 

中
元 

光
男
様(

79) 
 

 

櫟
原
地
区 

 

滝
本 

好
一
様(

87) 
 

久
安
寺
地
区 

 

菅
原
三
重
子
様(

85)     

三
里
地
区 

 

高
山 

隆
雄
様(

70) 
 

信
貴
畑
地
区 

 

木
村 

喜
蔵
様(

92)     

三
里
地
区 

 生
前
を
偲
び
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
致
し
ま
す
。 

   

長
寿
会
連
合
会
一
同 


